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 平成24年3月期連結決算概況 平成24年3月期連結決算概況

 13中期経営計画の総括

 今後の経営方針
(14中期経営計画)
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平成平成22４年３月期４年３月期 トピックストピックス
連結決算概況

平成平成22４年３月期４年３月期 トピックストピックス

[平成２３年]

主な主なIRIR情報情報

 ９月 太陽光発電設備を設置して運転を開始（本社）

 １１月 非常用発電機を設置（本社）

[平成２４年]

 ３月 ISMS(情報セキュリティマネジメントシステム）認証を取得 ３月 ISMS(情報セキュリティマネジメントシステム）認証を取得
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連結決算概況

平成平成22４年３月期４年３月期 トピックストピックス平成平成22４年３月期４年３月期 トピックストピックス

【太陽光発電モニタ】 【太陽光パネル】【太陽光発電モニタ】 【太陽光パネル】
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平成平成2424年年３月期３月期 連結決算ハイライト連結決算ハイライト
連結決算概況

平成平成2424年年３月期３月期 連結決算ハイライト連結決算ハイライト
（単位：百万円）

決算年度
平成23年3月期

（Ａ）
平成24年３月期

（Ｂ）
前期比
（Ｂ－Ａ）

増減率

売上高 ７,８６６ ７,６５９ △２０７ △２．６%

売上総利益
（利益率）

１,６１６
(20.5%)

１,５７３
(20.5％)

△４２ △２．６%

販売管理費 １,３６８ １,３３６ △３１ △２．３%

営業利益 ２４７ ２３７ △１０ △４．２%

経常利益経常利益 ２５８ ２４５ △１３ △５．１%

当期純利益 ３０ ９２ ６２ ２０７．７%

●売上高は システム販売及び ソフトウ ア開発 減少等により減収●売上高は、システム販売及び、ソフトウェア開発の減少等により減収

●営業・経常利益は、売上高の減収及び大型プロジェクト案件の原価上昇などにより減益

●当期純利益は、増益（前期は本社移転、東日本大震災等で特別損失を計上）
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平成平成2424年年３月期３月期 事業区分別の概況事業区分別の概況
連結決算概況

平成平成2424年年３月期３月期 事業区分別の概況事業区分別の概況
区分 内容 売上高

（百万円）

構成比
（％）

前期比
（％）

システム運用・管理等
・システム運用支援サービス
・アウトソーシング
・データセンタ

2,704 35.3 ％ 0.4% 増

システム販売

・画像処理システム
・農業生産管理システム
・生コンクリート業界向けシステム等販売
・ネットワーク構築等のインフラサービス

1,977 25.8 ％ 9.9％減

ソフトウェア開発
・製造・流通・金融業等のアプリケーショ

ンの受託開発 1,353 17.7％ 11.７%減

機器等販売
・パソコン・サーバ及び周辺機器
・パッケージソフト等の販売 1,623 21.2％ 12.4％増機器等販売 ・パッケージソフト等の販売 1,623 21.2％ 12.4％増

合 計 7,659 100％ 2.6％ 減

「システム運用 管理等」は 前期並みに推移「システム運用・管理等」は、前期並みに推移
「システム販売」は、円高による海外案件の中止・延期により画像処理システム、並びに

競争激化等により農業生産管理システムが減少し、また生コンクリート業界向け情報シ
ステムが低迷したため減収

「 トウ 開発 は 大型プ ジ クト 大幅な 期遅れが発生 た等 ため減収
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「ソフトウェア開発」は、大型プロジェクトに大幅な工期遅れが発生した等のため減収
「機器等販売」は、文教大型案件の受注及び震災復興特需により増収



平成平成2424年３月期年３月期 営業営業利益分析利益分析
連結決算概況

平成平成2424年３月期年３月期 営業営業利益分析利益分析

（単位：百万円）

250

300
売上総利益

の減少 販管費の削減

▲42 +３１
▲10

（単位：百万円）

150

200

237247

▲42 +３１

50

100

50

平成23年３月期 粗利益差異 販管費差異 平成24年３月期

売上減少を各種経費節減で補うも減益となりました。

営業利益 営業利益
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平成平成2424年年３月期３月期 連結財務諸表連結財務諸表
連結決算概況

資産の部 負債の部

(単位：百万円）

平成平成2424年年３月期３月期 連結財務諸表連結財務諸表

資産の部 負債の部

流動負債 2,194
流動資産 3,620

流動負債 ,

固定負債 1,077

負債合計 3 271

固定資産 2 478

負債合計 3,271

資本の部純資産の部
固定資産 2,478

資産合計 6 098

資本合計資本合計 1,831
負債 資本合計負債 資本合計 3 135
純資産合計 2,827

負債 純資産合計 6 098資産合計 6,098 負債・資本合計負債・資本合計 3,135負債・純資産合計 6,098

株当り純資産 １ ９１０円円 ５２５２銭
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一株当り純資産 １，９１０円円 ５２５２銭
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１３中期経営計画の総括
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１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括

（単位 百万円）

20112011年度年度 計画計画//実績実績 比較比較
（単位：百万円）

２０１１年度
(平成24年３月期)

計画
(A)

実績
(B)

計画(予算)比
（Ｂ－Ａ）

増減率
(平成24年３月期) (A) (B)

売上高 ８,８０９ ７,６５９ △１,１５０ △１３．１%

売上総利益 １,７１８ １,５７３
△１４４ △８ ４%売 総利

（利益率） (19.5%) (20.5％)
△１４４ △８．４%

販売管理費 １,４１４ １,３３６ △７７ △５．５%

営業利益 ３０４ ２３７ △６７ △２２ １%営業利益 ３０４ ２３７ △６７ △２２．１%

経常利益 ２８４ ２４５ △３８ △１３．７%

当期純利益 １５４ ９２ △６２ △４０．２%

●売上高は、システム販売及び、ソフトウェア開発の減少もあり大幅減収

●営業・経常利益は、売上高の減収及び大型プロジェクトでの受注損失引当により減益
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●当期純利益は、営業・経常利益の減益による
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１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括

20112011年度年度 計画計画//実績実績 比較比較

10,000 

【事業４区分売上高の比較】
システム運用・管理等

新規データセンタ活用案件及び新規運用業務

（単位：百万円）

連結

2,762 
7 000

8,000 

9,000 

システム販売

新規データセンタ活用案件及び新規運用業務

の受注が計画を下回り、ネットワーク価格低下

が想定以上に早まったこと等により減収

2 956

,

2,704 

5,000 

6,000 

7,000 システム販売

画像処理事業、農業生産管理事業の大幅減
、生コンクリート業界の低迷、自社開発ソフト
ウェアの売上不振により計画を下回る

1,675 1,353 

2,956 
1,977 

2,000 

3,000 

4,000 
ソフトウェア開発

ＥＲＰ事業を中心に拡大の計画であったが、
大型プロジェクトに大幅な工期の遅れが発生

1,415 1,623 
0 

1,000 

[計画] [実績]

機器等販売

ＥＲＰパッケージソフトウェアの売上増、復興需

したため計画を下回る
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[計画] [実績] ＥＲＰ ッケ ジソフトウ アの売上増、復興需
要もあり計画を上回った
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１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括

20122012年度以降年度以降 計画計画//予想予想 比較比較
リーマンショック以降国内景気は回復しつつありましたが、その途上で東日本大震災の打撃を受け、加えて円高

や海外景気の下振れ等により厳しい状況となりました。また、当社においても、システム販売の事業環境の変化

及びストックビジネスの推進の遅れから、２０１２年以降も１３中計を下回ると予想しております。

9,874
1,20012,000

売上高・営業利益の計画と予想

売上高(計画)

（単位：百万円）

連結

8,809 9,335
9,874

7,659
8,609

9,506

599
800

1,000

8,000

10,000 売上高(計画)

売上高(予想)

304

495
599

397
513 400

600

4,000

6,000
営業利益(計画)

営業利益（予想）
237

397

0

200

0

2,000 営業利益（予想）

2011年度 2012年度 2013年度
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計画/実績 計画/予想 計画/予想
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１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括１３中期経営計画の総括

事業環境の変化及びビジネス推進の遅れから、１３中計を
下方修正せざるを得ない。

・画像処理事業 ・・・ 円高の長期化

①事業環境の変化

・農業生産管理事業 ・・・ 競争激化

・生コンクリート業界
向け情報システム ・・・ 設備投資回復の遅れ

・ストックビジネス ・・・ 新規データセンタ活用案件・

②計画取組の遅れ

・ストックビジネス ・・・ 新規データセンタ活用案件・
新規運用業務の獲得遅れ

・ＥＲＰ事業 ・・・ 体制強化の遅れ

画像処理事業 技術力向上の遅れ

- 13 -

・画像処理事業 ・・・ 技術力向上の遅れ
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今後の経営方針今後の経営方針
11４中期経営計画４中期経営計画11４中期経営計画４中期経営計画

- 14 -©2012 Pacific Systems Corporation All right reserved



現状分析

ＩＴ業界の最近の動向（市場）ＩＴ業界の最近の動向（市場）

情報サービス産業市場は情報サービス産業市場は情報サービス産業市場は情報サービス産業市場は情報サ ビス産業市場は、情報サ ビス産業市場は、
４年連続の前年比マイナスで推移したが、４年連続の前年比マイナスで推移したが、
情報サ ビス産業市場は、情報サ ビス産業市場は、
４年連続の前年比マイナスで推移したが、４年連続の前年比マイナスで推移したが、
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現状分析

ＩＴ業界の今後の方向性ＩＴ業界の今後の方向性

◆◆ クラウド化が一段と進展している。クラウド化が一段と進展している。◆◆ クラウド化が一段と進展している。クラウド化が一段と進展している。

◆◆ 震災の影響を受け、ネットワークインフラが見直されている。震災の影響を受け、ネットワークインフラが見直されている。◆◆ 震災の影響を受け、ネットワークインフラが見直されている。震災の影響を受け、ネットワークインフラが見直されている。

◆◆ 企業の海外移転に伴いＩＴ産業の海外展開が進展し、企業の海外移転に伴いＩＴ産業の海外展開が進展し、

オフショア開発も活発化している。オフショア開発も活発化している。

◆◆ 企業の海外移転に伴いＩＴ産業の海外展開が進展し、企業の海外移転に伴いＩＴ産業の海外展開が進展し、

オフショア開発も活発化している。オフショア開発も活発化している。

◆◆ スマートフォンやタブレット端末が急速に普及している。スマートフォンやタブレット端末が急速に普及している。◆◆ スマートフォンやタブレット端末が急速に普及している。スマートフォンやタブレット端末が急速に普及している。
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現状分析

当社の顧客動向当社の顧客動向

◆◆ 太平洋セメント、グループ各社において、太平洋セメント、グループ各社において、

コスト削減への取り組みが強化されている。コスト削減への取り組みが強化されている。

◆◆ 太平洋セメント、グループ各社において、太平洋セメント、グループ各社において、

コスト削減への取り組みが強化されている。コスト削減への取り組みが強化されている。コスト削減 の取り組みが強化されている。コスト削減 の取り組みが強化されている。

◆◆ 製造業における海外展開が進んでいる。製造業における海外展開が進んでいる。

(( 客も例客も例 ))

コスト削減 の取り組みが強化されている。コスト削減 の取り組みが強化されている。

◆◆ 製造業における海外展開が進んでいる。製造業における海外展開が進んでいる。

(( 客も例客も例 ))((当社の大口顧客も例外ではない当社の大口顧客も例外ではない))

◆◆ 当社主力顧客である生コンクリート業界は、当社主力顧客である生コンクリート業界は、

((当社の大口顧客も例外ではない当社の大口顧客も例外ではない))

◆◆ 当社主力顧客である生コンクリート業界は、当社主力顧客である生コンクリート業界は、社 顧 あ 界 、社 顧 あ 界 、

引き続き市場の縮小傾向が続いている。引き続き市場の縮小傾向が続いている。

社 顧 あ 界 、社 顧 あ 界 、

引き続き市場の縮小傾向が続いている。引き続き市場の縮小傾向が続いている。
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基本方針

１４中計の基本方針１４中計の基本方針

事業環境の変化及びビジネス推進の遅れ等事業環境の変化及びビジネス推進の遅れ等
により、1３中計の数値目標は下方修正せざ
るを得ないが・・るを得ないが・・

１４中計の方針は１３中計を継続する１４中計の方針は１３中計を継続する。
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１４中期経営計画１４中期経営計画

経営方針経営方針 ≪≪１１≫≫
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１４中期経営計画１４中期経営計画

経営方針経営方針 ≪≪２２≫≫
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１４中期経営計画１４中期経営計画

経営方針経営方針 ≪≪３３≫≫
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１４中期経営計画１４中期経営計画

経営方針経営方針 ≪≪４４≫≫
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１４中期経営計画１４中期経営計画

経営方針経営方針 ≪≪５５≫≫
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１４中期経営計画１４中期経営計画

数値目標数値目標

201４年度 損益目標

売上高 １０３億円売上高 １０３億円

営業利益 ６.5億円. 億円

２０１５年度 売上比率

「システム販売」 ＋
「システム運用管理」 ７０％以上

２０１3年度 環境目標

CO2排出量を2008年度比50%削減する

- 24 -

CO2排出量を2008年度比50%削減する
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１４中期経営計画１４中期経営計画

売上高と営業利益計画売上高と営業利益計画

【売上高・営業利益の実績と１４中計推移】

売上高 営業利益

（単位：百万円）

連結

8,481
7,866 7 659

8,609
9,506

10,309

800

1,000

8 000

10,000

売上高 営業利益

, 7,659

650 600
6,000

8,000

460

247 237

397
513

200

400

2,000

4,000

247 237

00

2,000

2009年度
実績

2010年度
実績

2011年度
実績

2012年度
計画

2013年度
計画

2014年
中計年度
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１４中期経営計画１４中期経営計画

事業４区分の売上計画事業４区分の売上計画

10 000

【事業４区分売上高の実績と１４中計推移】

（単位 百万円）

連結

2,887 
3,118 

8,000 

10,000 システム運用・管理等

クラウド､ストックビジネス拡大

3 178 3,885 

2,896 
2,693 2,705 

2,663 

6,000 

システム販売

画像処理事業を中核に拡販

1 227 1 533 1 353 1 652 1,887 1 772

2,843 2,196 1,978 
2,841 

3,178 ,

4,000 ソフトウェア開発

IFRS､ERPビジネスの展開

1,514 1,444 1,623 1,453 1,554 1,533 

1,227 1,533 1,353 1,652 1,887 1,772 

0 

2,000 
機器等販売

サービス化の推進

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年
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2009年度
実績

2010年度
実績

2011年度
実績

2012年度
計画

2013年度
計画

2014年
中計年度
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見通しに関する注記事項

本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

本資料中の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成

されており、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合

がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。がありますので、その点ご承知おき頂きますようお願い致します。

お問合せ先は、下記にお願いします。
・ パシフィックシステム株式会社 総合企画部
・ 電話 ： ０４８－８４５－２２００・ 電話 ： ０４８－８４５－２２００
・ ＦＡＸ ： ０４８－８４５－２２６０
・ ＵＲＬ ： http://www.pacific-systems.co.jp/
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